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１０．会議の概要 
〇議長     ただいまの出席は、農業委員１２名、農地利用最適化推進委員１０名であります。農業委

員の出席が定足数に達しておりますので、これより第７回入間市農業委員会を開会いたしま

す。     会期についてお諮りいたします。会期は、本日１日としたいと思いますが、ご異議ござい
ませんか。     （異議なし。の声） 

〇議長     ご異議ないものと認めます。よって、会期は本日１日と決定いたしました。     次に、議事録署名委員の指名を行います。     委員会会議規則第１３条第２項の規定により、３番、𠮷川光彦委員、４番、久保田勝委員、
以上２名を指名いたします。     本日の付議議案は、お手元に配付してあるとおりです。     それでは、議事に入ります。     議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。     本議案は、各担当委員による議案書の読み上げは一部省略し、案件の番号と、当事者受人
の氏名、筆数、面積、申請理由、摘要のみを読み上げるよう願います。     なお、議事録における土地の表示等は、巻末に議案書を添付することで対応いたします。     それでは、１番を議題といたします。     担当４番、久保田勝委員、説明願います。 

〇農業委員４番（久保田 勝君）     ４番、久保田です。１番についてご説明申し上げます。なお、読み上げについては一部
省略させていただきます。     譲受人、○○○○。３筆。合計面積、３，１８４平方メートル。申請理由、受人は農業
経営の規模拡大を図るべく申請する。渡人は要望に応じる。摘要、自２０４アール。     ２１日に、耕作状況などを確認してきました。また、豊泉推進委員とはその後、電話で
話をしました。申請地は、○○の○○の少し南側の○○○○○の南で、北側には篠が入り

込んでいますが、設定後削る予定になります。また、北のほうは斜面になっていますが、



そこには果樹を植える予定となっております。     ○○○○さん（○○歳）は、就農して１３年目です。無農薬での農業に取り組み、都内
の無農薬での販売所への出荷、インターネット販売等をされ、選別、出荷は○○も手伝っ

ています。農地の取得は今回が初めてですが、多くの土地を借り受け、２００アール以上

耕作されています。農機具は、普通トラック１台、軽トラック２台、トラクター、耕運機

を所有して、特に問題はないかと思われますが、よろしくご審議くださいますようお願い

いたします。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、豊泉隆委員、金子地区推進委員として補足説明、ご意見等ございましたらお願い

します。 
〇農地利用最適化推進委員（豊泉 隆君）     豊泉です。     今、久保田さんが説明しましたとおり、何ら問題はないと思います。よろしくお願いし

ます。 
〇議長     ありがとうございました。     続いて、農地法に基づく許可検討事項について、事務局に説明を願います。 
〇事務局     ただいまの議案第１号の１番は、農業経営規模拡大のための農地の取得でございます。     農地法第３条の許可検討事項についてご説明申し上げます。久保田委員さんより説明が

ありましたとおり、申請地を耕作できる状況にあると判断されます。また、申請人の耕作

従事日数は１５０日以上であり、申請地を含めた耕作面積は２３６アールとなり、５０ア

ールの下限面積要件にも合致いたします。     申請地の耕作状況は、現在肥培管理されている畑でありますが、許可後は野菜畑として
利用する計画であり、周辺農地への影響もないと思われます。     以上、農地法第３条第２項に定める不許可事項には該当しないことをご報告申し上げま
す。     以上でございます。 



〇議長     担当委員及び事務局の説明がありましたが、質疑がありましたらお願いいたします。     （なし。の声） 
〇議長     なければ質疑を終わり、採決いたします。     許可することに賛成の方は挙手を願います。     （挙手全員） 
〇議長     全員賛成でございます。     本件は、許可申請であり、許可することに決定いたしました。     次に、２番を議題といたしますが、２番と３番は関連がございますので、一括審議させ

ていただきたいと思いますが、ご異議ございませんか。     （異議なし。の声） 
〇議長     ご異議ないものと認め、２番と３番を一括議題といたします。     担当４番、久保田勝委員、説明を願います。 
〇農業委員４番（久保田 勝君）     ４番、久保田です。２番並びに３番についてご説明申し上げます。なお、読み上げにつ

いては一部省略させていただきます。     ２番、譲受人、○○○○○○、○○○○○○○○○○○○。４筆。合計面積、１，８２
４平方メートル。申請理由、受人は授産活動の一環である農作業を行うための農地を新た

に取得すべく申請する。渡人は要望に応じる。摘要、自２８７アール。     続きまして、３番、譲受人、○○○○○○、○○○○○○○○○○○○。２筆。合計面
積、９７７平方メートル。申請理由、受人は授産活動の一環である農作業を行うための農

地を新たに取得すべく申請する。渡人は要望に応じる。摘要、自２８７アール。      ２１日に、耕作状況などを確認してきました。申請地の○○の畑は、○○○○○○○○
○の西側、西隣で梅林で、○○○○の畑は○○○○○○○○○○の東側で、ハウスが１棟

あり、あとは作付されていませんでした。○○○○○○は、○○を運営され、授産活動の一

環で農業を行っています。収穫した野菜は、直売所で販売、給食での利用をしています。農



機具等は、トラクター２台、耕運機５台、普通トラック、軽トラック、動噴、送迎用の車も

所有し、○○の畑は、梅、柿、○○○○の畑は里芋、大根、ハウスではトマトを作付する予

定とのことでした。特に問題はないかと思われますが、よろしく審議くださいますようお

願いいたします。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、山畑義行委員、豊岡地区推進委員として補足説明、ご意見等ございましたらお願

いします。 
〇農地利用最適化推進委員（山畑義行君）     豊岡地区推進委員の山畑です。     ただいま久保田委員が説明したとおり、特に問題はないと思いますので、よろしくご審

議お願いします。     以上です。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、堀井正信委員、東金子地区推進委員として補足説明、ご意見等ございましたらお願

いいたします。 
〇農地利用最適化推進委員（堀井正信君）     東金子推進委員の堀井です。     久保田委員が申し上げましたとおり、何ら問題ないかと思われます。よろしくご審議くだ

さいますようお願いいたします。     以上です。 
〇議長     ありがとうございました。     続いて、農地法に基づく許可検討事項について、事務局に説明を願います。 
〇事務局     議案第１号の２番及び３番については、○○○○○○が授産活動の一環である農作業を行

うための農地を取得するための許可申請でございます。     農地法第３条の許可検討事項についてご説明申し上げます。通常、農地所有適格法人以



外の法人による農地取得は、農地法第３条第２項の不許可事項に該当するため、農地法第

３条第１項の許可をすることはできません。しかしながら、○○○○○○が申請地を含め

た所有農地の全てを耕作すると認められる場合であって、当該法人の業務の運営上申請地

が必要であり、耕作の用に供すると認められる場合には、農地法第３条第２項の不許可の

例外となります。     久保田委員さんより説明がありましたとおり、申請地を耕作できる状況にあると判断さ
れます。２番、３番の申請地は、現在肥培管理等をされている農地ですが、許可後は野菜

畑とする計画であり、周辺農地への影響もないと思われることから、農地法第３条第２項

に定める不許可事項には該当しないことをご報告申し上げます。     以上でございます。 
〇議長     担当委員及び事務局の説明がありましたが、質疑がありましたらお願いいたします。      （なし。の声） 
〇議長     なければ質疑を終わり、採決いたします。     許可することに賛成の方は挙手を願います。     （挙手全員） 
〇議長     全員賛成でございます。     本件は、許可申請であり、許可することに決定いたしました。     続きまして、議案第２号 農地法第４条の規定による許可後の計画変更申請の意見具申に

ついてを議題といたします。     本議案では、担当委員による議案書の読み上げは一部省略し、案件の番号と当事者の氏名、
筆数、合計面積、申請理由、摘要のみを読み上げるよう願います。     それでは、１番を議題といたします。     担当６番、田嶋正明委員、説明を願います。 

〇農業委員６番（田嶋正明君）     担当６番、田嶋です。議案第２号、１番について説明いたします。なお、読み上げにつ
いては一部省略いたします。 



    １番、○○○。２筆。合計面積、０．５５２８平米。申請理由、申請人は、以前、営農
型太陽光発電施設の設置を目的とした農地転用許可を得たが、設置箇所や設置枚数に変更

が生じたため申請する。摘要、営農型太陽光発電施設（太陽光パネル３９６枚）、（１，

５６９．９６平米）、（一時転用）。     ７月２２日木曜日に、担当の推進委員、中村さんと現地に行き、○○○さんよりお話を
聞きました。場所は案内図のとおり、○○○○○の北側にあります。現地は○○○○の山

林に近く、東側道路付近に平坦な場所を有し、申請地西端より○○に向かい、下り勾配に

なっています。前回の申請は○○寄りとなっており、施工と違ったための訂正です。申請

当初のものでは、太陽光パネル設置高さが６メートルとなるため、強度、それから費用面

での課題があり、できるだけ平坦な圃場東側に移動して、高さ３．５メートルで施工した

ものです。○○さんは現在、営農型発電設備下、約４反のうち１反で里芋を生産していま

すが、今後残りの３反歩でも作物を生産し、土地の有効活用を考えているとのことでした。

このほか８反、茶、生葉の生産をされています。     圃場は○○近くで、里芋の生産では井戸より脱水ポンプでくみ上げ、噴霧散水でのかん
水を行っています。トラクター、堀上機、乗用茶刈り機、動噴等、生産に必要な農機具は

全てそろっております。よろしくご審議をくださるようお願いいたします。     以上です。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、中村郁夫委員、宮寺・二本木地区推進委員として補足説明、ご意見等ございまし

たらお願いいたします。 
〇農地利用最適化推進委員（中村郁夫君）     宮寺・二本木地区推進委員の中村です。     ただいま田嶋委員さんの発言のとおりで、特に問題はないと思われますので、よろしく

ご審議のほどお願いいたします。     以上です。 
〇議長     ありがとうございました。     続いて、許可後の計画変更の承認検討事項について、事務局に説明を願います。  



〇事務局     ただいまの議案第２号の１番については、農地法第４条の規定による許可後の計画変更
による申請でございます。     当初、申請人は、申請地へ営農型太陽光発電施設を設置する目的で、平成３１年１月２
８日に農地法第４条の一時転用許可を得ましたが、設置箇所や太陽光パネル設置の設置枚

数に変更が生じたため、本案件による変更申請となりましたものでございます。農業委員

会での審議後、県の承認を得て計画変更するものでございます。     変更内容は、申請地の地形は西側ほど低くなっておりまして、当初計画どおり設置しま
すと支柱の強度上の問題が生じるため、東側にずらして設置することによる変更及びそれ

に伴うパネル枚数の減が主なものでございます。     議案書に記載してあります転用面積０．５５２８平方メートルは、これら支柱のくい１
２１本分と電柱２本分が占める面積でございます。摘要欄にございます１，５６９．９６

平米は、これら支柱で囲まれた範囲の面積でございます。     続きまして、申請地の耕作状況は、現在は里芋が作付された畑でございますが、計画変
更後も里芋を栽培する計画でございます。県からは、本計画変更による申請内容で支障な

いとの判断が出ているものでございます。     次に、都市計画法に基づく開発許可制度の取扱いについて確認したところ、建築物に該
当しない場合は不要とのことでございます。     続きまして、農地法第４条許可申請における許可検討事項についてご説明申し上げます。
申請地の農地の種別について確認したところ、周辺の公共施設の状況から第３種農地には該

当しません。また、農地の集団性は、１０ヘクタールを超える集団農地であることから、第

１種農地に該当いたします。     これらのことを踏まえ、立地基準となる第１種農地の不許可の例外については、｢農地法第
４条第６項第１号のただし書及び同法施行令第４条第１項第２号に規定してあります申請に

係る農地を仮設工作物の設置その他の一時的な利用に供するために行うものであって、当該

利用の目的を達成する上で当該農地を供することが必要であると認められるものであるこ

と｣に合致しております。     また、一般基準についてもあらかじめ事務局にて審査したところ、資金計画については設
置費等を○○○○で賄う計画となっておりますが、設置工事も既に完了し、工事費等も支払



い済みで、領収書も添付されていることから、資金の調達については支障ないと判断できま

す。このほか、一般基準についても全て合致しております。     つきましては、必要性が認められ、また周辺農地への悪影響がないものと判断されれば、
許可し得る状況であることをご報告申し上げます。     以上でございます。 

〇議長     担当委員及び事務局の説明がありましたが、質疑がありましたらお願いいたします。     はい。 
〇農業委員２番（平塚尚吾君）     ここの許可内容、あと摘要のところに括弧書きで一時転用と書いてあるのですけれども、

この一時転用という期間としての決まりというのはあるのかどうかお尋ねします。 
〇事務局     事務局の河西が説明いたします。     営農型太陽光発電につきましては、期間が、一時転用につきましては設置者によって１０

年、５年、３年とございますが、今回申請者の○○さんにつきましては３年となっておりま

す。平成３１年に第４条の一時転用を得ていますので、３年ごとの令和４年の１月が期限に

なりますが、そうすると１１月、１２月に再度３年の継続の一時転用の継続となっておりま

す。     そちらの今回の申請につきましては、当初県の方と調整した際に、計画変更の手続は要ら
ないというお話だったのですが、県の方でやはりちょっと筆数が異なるなどの理由がござい

ましたので、計画変更申請の手続をしていただきたいということで、今回の申請となってお

ります。一時転用につきましては、何か月か後にまた申請の予定で、３年間の申請という形

で予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 
〇農業委員２番（平塚尚吾君）     ちょっとその転用、３年後にまた申請すれば、一時転用として続けられると。 
〇事務局     そうです。内容に支障がなければ、引き続き継続認められるような形の内容になっており

ます。 
〇議長 



    よろしいですか。 
〇農業委員２番（平塚尚吾君）     はい。 
〇議長     ほかにございませんか。 
〇農業委員６番（田嶋正明君）     今、３年ということで、吉野さんから現在里芋なのですけれども、さっき私の内容でも説

明したように、大体４つに区切ってやっているのですけれども、里芋だけでずっと出してし

まっているので、３か所は空きを設けて輪作を考えなくてはいけないので、今後更新のタイ

ミングのときに別の作物も作るという申請が出てくると思います。     以上です。 
〇議長     ほかにございませんか。     （なし。の声） 
〇議長     なければ質疑を終わり、採決いたします。     承認することに賛成の方は挙手を願います。     （挙手全員） 
〇議長     全員賛成でございます。     本件は、計画変更・承認申請の意見具申でありますので、承認相当として県に進達いたし

ます。     続きまして、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請の意見具申についてを議題
といたします。     本議案は、担当委員による議案書の読み上げは一部省略し、案件の番号ごとに当事者受人
の氏名、筆数、合計面積、申請理由、摘要のみを読み上げるよう願います。     それでは、１番を議題といたします。     担当９番、加藤敏夫委員、説明を願います。 

〇農業委員９番（加藤敏夫君） 



    ９番、加藤です。議案第３号の１番についてご説明いたします。一部省略の上、説明さ
せていただきます。     当事者、譲受人、○○○○○。面積、３１３平米。申請理由、受人は、現在○○○○に居
住し○○○を営んでいるが、業務用資材等も置ける自己用住宅が必要となったため、建築す

べく申請する。摘要、自己用住宅（５７．９６平米）。     このことについて理由書が来ておりますので、一部省略させていただきまして、説明いた
します。     理由書。私は、現在市内の○○にある○○○○に○と２人で暮らしております。結婚当初
から、いずれは一戸建ての住宅に住みたいと２人で話しておりました。不動産業者の紹介、

新聞チラシ、現在の生活行動範囲内を中心に幾つかの販売物件を見ましたが、市街化区域、

市街化調整区域とも自分たちの希望する物件はなかなか巡り会うことができませんでした。     私は、個人事業主として○○○を営んでおります。仕事道具は市内のコンテナボックスを
利用して、足場は野外に平積みにしております。従業員もおり、忙しいときは同業者に応援

に入ってもらうときも多々ありますので、自家用車、作業車が止められる、仕事道具、材料

を置ける広い土地が必要です。作業現場として、市内はもとより近隣市町村、高速道路を使

っての現場もあります。○も仕事をしておりますが、○○○○○○○を利用し、一本道で○

○○の勤務先に通えることで、今の生活パターンが変わるものではありません。     今回申請する土地は、○○○○から１．５キロメートルしか離れていなく、今の生活範囲
内であり、○○への道路アクセスも以前と変わりなく、お互いに援助し合える条件に合った

好物件です。この先、これ以上の希望に合った土地は容易に見つけることはできないと判断

し、申請地に自己用住宅を建築し、永住したいと思います。近隣の農地はもちろん、周辺に

影響を与えないよう努め、不測の事態に誠意をもって対処していきますということでござい

ます。     場所は、○○の○○○○、それから○○の○○○○○、○○○○○ですね、その十字路か
ら北へ２００メートル行った西側の場所に位置しております。この土地の調査を、一応推進

委員の宮岡さんと見てまいりました。この土地は、当事者、○○さんの土地の一角で、前側

と北側、東と空き地となっておりまして、すぐ東には住宅地、西側は一応農地がありますが、

ほとんど家庭菜園の農地として利用されています。したがって、農地として周りに影響ある

ことはございません。 



    以上をもって問題ないと思いますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。     以上です。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、宮岡康光委員、西武地区推進委員として補足説明、ご意見等ございましたらお願

いします。 
〇農地利用最適化推進委員（宮岡康光君）     推進委員の宮岡です。     ただいまの加藤委員の説明のとおりで特段問題ないと思われますので、よろしくお願い

いたします。 
〇議長     ありがとうございました。     続いて、農地法に基づく許可検討事項について、事務局に説明を願います。 
〇事務局     ただいまの議案第３号の１番については、自己用住宅の建築に伴う農地転用許可申請でご

ざいます。     都市計画法に関しては、譲受人の○○○○○が市街化調整区域に２０年以上居住している
ことから、同法第３４条第１２号・市条例第５条第１項第２号イに合致し、許可相当と判断

されております。     続きまして、農地法第５条許可申請における許可検討事項についてご説明申し上げます。
申請地の農地の種別について確認したところ、周辺の公共施設の状況から第３種農地には

該当しません。また、農地の集団性は、１０ヘクタールを超える集団農地ではないことか

ら、第２種農地に該当いたします。     これらのことを踏まえ、立地基準となる第２種農地の不許可の例外については、「申請
に係る農地に代えて周辺の土地を供することにより当該申請にかかる事業の目的を達成す

ることができると認められない」に合致いたします。     次に、一般基準についてあらかじめ事務局にて審査したところ、資金計画については土
地取得費、住宅建築費等の経費を○○○○で賄う計画となっており、○○○○○○○○○

○○○○○が添付されていることから、資金の調達については支障ないと判断できます。



このほか、一般基準についても全て合致しております。     つきましては、必要性が認められ、また周辺農地への悪影響がないものと判断されれば、
許可し得る状況であることをご報告申し上げます。     以上でございます。 

〇議長     担当委員及び事務局の説明がありましたが、質疑がありましたらお願いいたします。ご
ざいませんか。     （なし。の声） 

〇議長     なければ質疑を終わり、採決いたします。     許可することに賛成の方は挙手を願います。     （挙手全員） 
〇議長     全員賛成でございます。     本件は、許可申請の意見具申でありますので、許可相当として県に進達いたします。     次に、２番を議題といたします。     担当２番、平塚尚吾委員、説明を願います。 
〇農業委員２番（平塚尚吾君）     ２番、平塚です。議案第３号、２番についてご説明申し上げます。なお、読み上げにつ

きましては一部省略させていただきます。     ２番、譲受人、○○○○○○○○○○。筆数、６筆。合計面積、７，２５８平方メートル。
申請理由、受人が進める○○○○○○○・○○○○○○に基づき、支店の統合による○○○

○○の建築、並びに地元農産物の販路拡大のための農産物直売所を新たに建築すべく申請す

る。摘要、事務所（５８５．７５平方メートル）、農産物直売所（３０８．３０平方メート

ル）、駐輪場・ごみ置場・外トイレ（５７．７２平方メートル）。     提出された理由書につきまして、一部抜粋した形でご説明申し上げます。     理由書。今回の計画では、○○事務所と農産物直売所を複合設置することで、消費者の信
頼に応え、安心安全な農産物を持続的、安定的に供給できる地域農業の振興と農業者の所得

増大を支えるために、農業生産コスト低減などの生産者支援や、担い手農家の育成などの営



農指導強化及び都市近郊農業の振興や農地保全等の相談業務に対して専門職員による提案活

動の実践と生活インフラ機能の強化により、生産者並びに利用者の利便性向上が図られ、新

たな協同組合活動の拠点として○○○○を展開するため、一体利用が可能な敷地へ建設する

ものであります。     土地選定理由。計画地は、入間市の南東部に位置しており、○○○○○○○○○○○に接
している。また、近隣には学校や飲食店、病院や住宅もあり、最寄り駅までも徒歩１５分で

生活環境も整備されており、既に市街化を形成している。計画地においては、地域の組合員

及び利用者と農業生産者へのサービス拡充に向けた機能強化を図るために、支店機能と営農

機能の統合による地域拠点の施設を立地計画しており、併せて農業振興に資する農業担い手

育成や○○○内及び○○○○○内の農産物を取り扱う直売所を建設する複合的な土地利用を

図る。今後は、消費者ニーズに即した農産物作りや都市近郊農業の振興と地産地消効果とし

て、食と農、地域と○○を結ぶ食農教育の取組や、利用者の意見を反映した魅力ある事務所

づくりの取組により、豊かで暮らしやすい地域社会の実現と、組合員及び利用者のさらなる

利便性の向上に必要な機能を集約し、計画地への移転による強化のための一団で立地可能な

用地取得として計画地を選定しました。     ７月２１日に現地確認してまいりました。また、清水推進委員とは連絡を取り合い、確認
もいたしました。案内図のとおり、申請地は○○○○○○と○○○○○○○○○との交差点

付近にあります。宅地や店舗、学校と農地が混在している箇所となっております。もう既に

○○○○○から延びている、この設置する場所の前の道路には数多くの飲食店なども混在し

ており、大変多くの人が利用する道路となっております。     今回の申請の敷地面積は７，２５８平方メートルですが、土地利用計画書を確認したとこ
ろ必要最低限となっており、周囲への影響も特に問題はないと思います。よろしくご審議く

ださいますようお願い申し上げます。     以上です。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、清水裕司委員、藤沢地区推進委員として補足説明、ご意見等ございましたらお願

いします。 
〇農地利用最適化推進委員（清水裕司君） 



    藤沢地区推進委員の清水です。     ただいま平塚委員が申されたとおり、何ら問題ないかと思われます。ご審議のほどよろ
しくお願いいたします。 

〇議長     ありがとうございました。     続いて、農地法に基づく許可検討事項について、事務局に説明を願います。 
〇事務局     ただいまの議案第３号の２番については、○○事務所、農産物直売所の建築に伴う農地転

用許可申請でございます。     申請地は、農用地区域内であったため、令和２年５月の農業委員会において、農業振興地
域整備計画の変更の意見について審議し、市へ計画の再考を求めるとともに、審議の際に出

た意見に対する回答を求めました。市からの回答について、翌月６月の農業委員会において

協議を行いました。農業委員会の意見に変わりはありませんでしたが、その後、令和２年１

１月２日付で農用地区域から除外をされております。     次に、都市計画法に関しては、○○○○○は同法第３４条第１号の主として当該開発区域
の周辺の地域において居住している者の日常生活のために必要な物品の販売、加工もしくは

修理その他の業務を営む店舗、事業所その他これらに類する建築物に合致し、また農産物直

売所は同法第３４条第４号、市街化調整区域内において生産される農林水産物の処理、貯蔵、

加工施設に合致し、開発許可相当と判断されております。     続きまして、農地法第５条許可申請における許可検討事項についてご説明申し上げます。
申請地の農地の種別について確認したところ、周辺の公共施設の状況から第３種農地には

該当いたしません。また、農地の集団性は、１０ヘクタールを超える集団農地ではないこ

とから、第２種農地に該当いたします。     これらのことを踏まえ、立地基準となる第２種農地の不許可の例外については、「申請
に係る農地に代えて周辺の土地を供することにより当該申請にかかる事業の目的を達成す

ることができると認められない」に合致いたします。     次に、一般基準についてあらかじめ事務局にて審査したところ、資金計画については土
地取得費、建築費等の経費を○○○○○○で賄う計画となっており、○○○○○が添付さ

れていることから、資金の調達については支障ないと判断できます。このほか、一般基準



についても全て合致しております。     つきましては、必要性が認められ、また周辺農地への悪影響がないものと判断されれば、
許可し得る状況であることをご報告申し上げます。     以上でございます。 

〇議長     担当委員及び事務局の説明がありましたが、質疑がありましたらお願いいたします。 
〇農業委員１番（友野秀一君）     ちょっとよろしいですか。 
〇議長     はい、どうぞ。 
〇農業委員１番（友野秀一君）     この○○の○○○○○○○・○○○○○○というのは、これを拝見するということはで

きるのでしょうか。 
〇事務局     事務局の方で、提出があったものがこちらの理由書になりますので、理由書の中でその

計画というのが出てきている状況ですので、この計画の方については事務局の方でも把握

はしていない状況でございます。     以上でございます。 
〇農業委員１番（友野秀一君）     ということは、委員会としても個人的にも、この○○の言う○○○○及び○○○○とい

うのは具体的にどんなものが盛り込まれているかというのは、○○側に申し出ないと拝見

することは不可能なのですか。 
〇事務局     私どもの方で、こちらの○○○○○○○・○○○○○○の基本方針に基づきとか、そう

いうどことどこを統合するということは、説明会を開いたとか、そういったことは理由書

の中で記載してございますが、具体的に例えばここを再編するのを検討とか、そういうも

のが書いてあるものというのは、ちょっと…… 
〇農業委員１番（友野秀一君）     見ていないのだ。 



〇事務局     はい。 
〇農業委員１番（友野秀一君）     分かりました。では、これ見たい場合は、もう個人的に○○側に聞くしか方法は、取り

あえずはないですね。 
〇事務局     そうですね、例えば○○○さんの施設ですので、例えば地区の○○さんですとか、ある

いは一○○○として見せてくれというのが、言って見せてもらえるか分からないのですけ

れども、例えば地区の○○さんを通じて見せていただくとか、そういった方法で、○○○

の方に情報を提供しないということはないと思いますので、そういった形で…… 
〇農業委員１番（友野秀一君）     そういう方法もあるわけですね。 
〇事務局     はい。そのような形でお願いできればと思います。よろしくお願いいたします。 
〇農業委員１番（友野秀一君）     はい、分かりました。 
〇議長     ほかにございませんか。 
〇農業委員６番（田嶋正明君）     ちょっと説明、この図面小さくて全然見えないのだけれども、まず入り口というのはあ

れなのですか、ここの８メートルのところと１２メートルのところ、ここから出入りする

ということでいいですか。 
〇事務局     すみません。出入口につきましては、図面の右斜め上に○○○○○○○の絵が、○○○

○○○○という道路が右上に走っていると思いますけれども、その右上のところから出入

りするような形になっております。この図面で…… 
〇農業委員６番（田嶋正明君）     １２メーター、どういうふうに。 
〇事務局 



    こちらの、上の方にある道路が、○○の駅から○○○○まで出るところの、ちょっとそ
の角に○○○○○○○とかあるところの交差点なのですけれども、一応そこはちょっと右

折のレーンがあるものですから、１７メートルぐらいありまして、そこから間口が８メー

トルと１２メートル取ってある状況でございます。そこから出入りで、ほかは一応出入り

はしないというふうには聞いております。 
〇農業委員６番（田嶋正明君）     ああ、なるほど。では、事務所棟もそこからの出入り。 
〇事務局     そうですね、はい。こちらのほうに、ちょうど図面の中ほどのところにちょっと小さく

て分からないのですけれども、外トイレと書いてあるのですけれども、そこも一応ブロッ

クとかをやるような計画ですので、出るようなことがちょっとできないものですから、や

はりこちらのほうから出入りをしていただくしかないような状況でございます。      以上でございます。 
〇農業委員６番（田嶋正明君）     道路の性質上、中央分離帯みたいなものというのは設ける必要もあるのだけれども、何

だこれ、真ん中の斜線が引いてあるところ。 
〇事務局     内側の、ちょうど右折が、ちょうど斜線がここで右折レーンと直進と左折ので分かれる

関係で、ゼブラゾーンというのですか、そちらの絵なのですけれども、こちらについては、

左折で出るとしたら、やっぱりこっちの上側の１２メートルでしか多分……ああ、右折で

す。右折で出る場合は、○○・○○○方面に行くにはそういう形しかないと思われます。

こちらの手前の８メートルからちょっと出るのは難しいかなと思います。     以上でございます。 
〇農業委員６番（田嶋正明君）     １回ぐるっと回る形。 
〇事務局     そうですね。中で１２メートルの間口のほうから出ていかれたほうがよろしいかと思い

ますので。特に分離帯とかはないのですけれども、ただちょうどここで右折レーンとすぐ

分かれているところで入るというのがなかなか、車が恐らく交差点ですのでたまっている



と思いますので。 
〇農業委員６番（田嶋正明君）     何でそんなことを聞いたかというと、ここのところの案内図のちょうど左側に道路があ

りますよね。そこのところを何かセットバックして広くしているみたいだから、ああ、事

務所棟にはそっちのほうから行くのかなと思って、それで聞いてみました。  
〇事務局     こちらは、この１７メートルの幅員のある道路が、通る場合は旧道というか、道があっ

たものですから、それの別の道路があるのです。ですので、ちょっとそちらのほうからは

出入りは取らないというふうな形を取っております。     以上でございます。 
〇議長     一番左のところは、これは既存のまま、今も茶畑なのですか。 
〇事務局     今は茶畑ですね。茶畑というか、緑地として残すものですから、ちょっと茶畑をそのま

ま……ああ、既存のと書いてあるから、そうですね、茶畑として残すのかもしれないです。

ちょっと色がどうなっているのか。恐らく図面で向かって左側のこちらについては、一応

茶畑と書いてありますので、もしかすると残すのかもしれないですけれども、この辺は緑

地ということで。     以上でございます。 
〇議長     ほかに何かございませんか。     （なし。の声） 
〇議長     なければ質疑を終わり、採決いたします。     許可することに賛成の方は挙手を願います。     （挙手多数） 
〇議長     賛成多数でございます。     本件は、３，０００平方メートルを超える許可申請の意見具申でありますので、許可相



当として埼玉県農業会議への意見照会後、県に進達いたします。     続きまして、議案第４号 相続税の納税猶予に関する適格者証明についてを議題といた
します。     本議案では、各担当委員による議案書の読み上げは一部省略し、案件の番号ごとに当事者
相続人の氏名、筆数、合計面積のみを読み上げるようお願いします。     それでは、１番を議題といたします。     担当、７番、増田恒治委員、説明を願います。 

〇農業委員７番（増田恒治君）     ７番、増田です。議案第４号、１番について説明を申し上げます。なお、読み上げにつ
いては一部省略させていただきます。     １番、相続人、○○○○○。筆数、５筆。合計面積、６，９５３平米。     ７月２２日に山畑推進委員と一緒に、また堀井推進委員、豊泉推進委員とは別々に現地
確認を行いました。○○さんからは、話を伺ってきました。     耕作状況ですけれども、お茶を作付しています。○○○○で耕作しており、農機具の状
況は乗用茶刈り機を含め、全部そろっています。特に問題はないかと思われますが、よろ

しくご審議くださるようお願いいたします。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、山畑義行委員、豊岡地区推進委員として補足説明、ご意見等ございましたらお願い

します。 
〇農地利用最適化推進委員（山畑義行君）     豊岡地区推進委員の山畑でございます。     ただいま増田委員が説明したとおり、特に問題はないと思いますので、よろしくご審議お

願いいたします。     以上です。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、堀井正信委員、東金子地区推進委員として補足説明、ご意見等ございましたらお

願いします。 



〇農地利用最適化推進委員（堀井正信君）     推進委員の堀井です。     増田委員の申し上げたとおりでございます。よろしくお願いします。 
〇議長     ありがとうございました。     次に、豊泉隆委員、金子地区推進委員として補足説明、ご意見等ございましたらお願い

します。 
〇農地利用最適化推進委員（豊泉 隆君）     推進委員の豊泉です。     増田委員のご説明のとおり問題ないと思いますので、よろしくお願いします。 
〇議長     ありがとうございました。     担当委員の説明がありましたが、今後も引き続き農業経営を行う者と認められますので、

適格者として認めることについてご異議ございませんか。     （異議なし。の声） 
〇議長     ご異議ないものと認め、適格者であることの証明を行うことに決定いたしました。     報告事項に入ります。     農地法第３条の３の規定による届出は３件、同法第４条第１項第８号の規定による農地転

用届出については１件、同法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出については９件、

それぞれ入間市農業委員会事務局事務専決規程第３条の規定により専決処分され、同規程第

５条により報告第１号、第２号及び第３号のとおり報告がありました。     これで付議された議案は全て終了いたしましたので、委員会を閉会し、協議会に切り替え
ます。                                 閉会 午前１０時４０分 


